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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放散塔（２）の頭部に配置され、間接的な熱交換器として構成された、冷却水が貫流す
る凝縮器（１）を用いて、放散塔（２）内を上昇する蒸気（３）を冷却する方法において
、
　この冷却水が、凝縮器（１）内に、その下側から入って、凝縮器（１）内に配置された
垂直の流路（８）を通って、上方に流れ、
　硫化水素を含有する冷却水を使用し、
　この冷却水を、熱を吸収させた後、凝縮器（１）の上側にある、流路（８）上側の開口
部（１０）を通して、越流（６）として流出させ、
　越流（６）を、放散塔（２）内に流す方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、放散塔の頭部に配置され、間接的な熱交換器として構成された、冷却液が
貫流する凝縮器を用いて、放散塔内を上昇する蒸気を冷却し、その際冷却液が、凝縮器内
に、その下側から入り、凝縮器内に配置された垂直の流路を通って上方に流れる方法に関
する。
【背景技術】
【０００２】
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　放散塔の頭部は、通常凝縮器を備えており、この凝縮器は、冷却水を用いて動作し、間
接的な熱交換器として構成されている。間接的な熱交換器の動作時において、熱を吸収す
る流体と熱を放出する流体との間での直接的な接触は、これらの流体が、フロー誘導部材
によって互いに分離されるとともに、このフロー誘導部材を通しての熱伝導が行われるの
で起こらない。放散塔の負荷が変化した際、冷却水の温度が変化して、炭酸塩が沈殿する
ようになる危険が生じる。特に、放散塔の所望の動作状態に必要な冷却水の温度が、凝縮
器の出口において高い場合に、このことが言える。熱伝導面上に炭酸塩が沈殿することは
、凝縮器内における熱伝導の挙動を一段と悪化させて、最終的に設備の故障に繋がる。直
接的な熱交換、例えば、塔の頭部への冷却水の散水によって、この蒸気を冷却した場合、
この問題は回避される。しかし、この直接的な熱交換は、冷却面を規定できないために、
可制御性が悪い。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　この発明の課題は、放散塔の動作状態に関係なく、冷却水が当たって流れる熱交換器面
上における炭酸塩の沈殿を生じさせない、最初に述べた特徴を持つ方法を提示することで
ある。更に、負荷が変化した際に、良好な制御手段を提供することである。
【０００４】
　また、この発明の対象は、請求項３にもとづく、この方法を実施するための放散塔であ
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　この課題は、この発明にもとづき、硫化水素を含有する冷却液を使用することと、この
冷却液を、熱を吸収させた後、凝縮器の上側にある、流路上側の開口部を通して、越流と
して流出させることとによって解決される。凝縮器の冷却面は、この熱交換器面によって
規定される。放散塔の負荷が変化した際、冷却面の温度は、それに応じた冷却水の量によ
って、非常に簡単かつ正確に制御することができる。この場合、この発明にもとづく硫化
水素を含有する冷却液の使用と組み合わせた方法を採用することによって、熱交換器面上
における炭酸塩の堆積を効果的に防止することができる。
【０００６】
　この発明による方法の有利な実施形態では、当該の越流を放散塔内に流す。非常に容易
に沸騰する硫化水素は、冷却された蒸気と一緒に、放散塔の頭部から出てゆく一方、明ら
かにより沸騰し難い水は、放散塔の水溜に流れて行くので、硫化水素を添加した冷却水を
供給することによって、熱伝導後に冷却水から直接硫化水素を再び分離している。従って
、冷却水から硫化水素を再び除去するために、この方法においては、追加的な措置が不要
となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下において、単に実施例を図示したものである図面にもとづき、この発明を詳細に説
明する。
【０００８】
　図１は、放散塔２の頭部に配置された凝縮器１を図示している。この放散塔の中を、蒸
気３が上昇して行き、その蒸気は、凝縮器を用いて冷却される。この蒸気３は、凝縮器１
に、その下側から入って行く。凝縮器の熱交換器面で冷却されて、凝縮しなかったガス４
は、凝縮器１の上側から出て、更に上方に流れて行く。この発明にもとづき硫化水素を添
加した冷却水５は、凝縮器内にその下側から入って行く。この冷却水５は、熱を吸収しな
がら、凝縮器内を上方に流れて、凝縮器の上側から越流６として出て行く。この越流６は
、放散塔２内を流れる。
【０００９】
　図２は、この発明による凝縮器１の構造を図示している。凝縮器１は、分配装置７及び



(3) JP 4394577 B2 2010.1.6

10

20

熱交換器面を構成する流路８を有し、放散塔２の頭部内に配置されている。この分配装置
７は、冷却水５が貫流することができ、凝縮器１内を流れる冷却水５を分配する働きを持
っている。この分配装置７は、垂直に配置された、流体が貫流する流路８と固く接続され
ている。これらの流路８の間の部分９は、上昇する蒸気３が、これらの流路８の外面の周
囲を流れることができるように選定される。これらの流路は、上側に開口部１０を有し、
そこから冷却液が出て行く。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】放散塔の頭部に配置した凝縮器の模式図。
【図２】図１に図示した凝縮器の詳細図。
【符号の説明】
【００１１】
　　１　　凝縮器
　　２　　放散塔
　　３　　蒸気
　　４　　凝縮しなかったガス
　　５　　冷却水
　　６　　越流
　　７　　凝縮器１の分配装置
　　８　　凝縮器１の流路
　　９　　流路８の間の部分
　１０　　流路８の上側の開口部

【図１】

【図２】
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